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１．目的
    本ガイドラインは、モーターベアリング整備工事における作業手順、注意点、チェックポイントを定め、工事の品質と安全を確保することを目的とする。

２．適用範囲

石油会社製油所のモーターベアリングの日常保全工事及び定期保全工事に適用する。
３．作業手順と注意点

	主 要 作 業 手 順
	注意点／チェックポイント

	 1.事前準備
  (１)設備の状況の確認
  (２)工事内容の確認
     ①工事仕様書
     ②確定工事仕様書
     ③工事依頼票

  (3)工事用資材の確認
     ①支給資材
     ②手配資材
2.現場工事
  (1)工事着工前の準備
     ①各種作業許可証の作成と提出
     ②結線脱着の依頼

	(1)モーターを運転して､ベアリングの不良状態

   を判定する｡採取したデータによる確認でも

よい｡

但し､運転しなくとも判定出来る場合や運転

によって損傷程度を拡大したり､危険が予想

される場合は除く。
 (1)キックオフミーティング等で工事内容を 
   確認する｡
 (2)施工者､監督者には､仕様書、組立断面図等で仕様・構造を充分理解させる｡
 (1)ベアリング､潤滑油の手配､準備状況を
   チェックする｡
　　
(1)作業許可証､電気通電禁止札を作成し､運転

担当課へ提出する｡
(2)モーターを取外す場合､前日に計電課へ結線

   脱着の工事依頼票を発行し､依頼する｡


	主 要 作 業 手 順
	注意点／チェックポイント

	  (2)着工の許可

     ①作業許可書の受取り

     ②電源切りの確認
  (3)カップリングの分解
     ①カバーの取外し
     ②スペーサーの切離し
     ③フランジハブの抜き取り
  (4)カバー類の分解､清掃
     ①本体カバー及びファンカバーの取外

      し
  (5)冷却ファンの分解､清掃
  (6)ベアリングシールド(軸受箱)の分解
     (負荷側及び半負荷側)

     ①ベアリングハウジングエンドカバー
       (外側)

     ②本体エンドカバー
     ③ベアリングハウジングエンドカバー
       (内側)
	 (1)作業許可証により、運転担当課から着工許可
を得る
 (2)現場押し釦スイッチで、電源が切れている
　　ことを確認する｡

(1)カップリングの合マークを分解前に確認 
   する｡
 (2)ダイヤフラムカップリングの場合､ダイヤ

   フラム部分に異常な傷やクラックがないか

   を検査する｡
 (3)スリーブベアリングの場合には､フランジ

   ハブの抜き取りは必要ない｡
 (4)２００Ｋｗ以上で２Ｐのフランジハブは  
   蒸気等で加熱した上、引き抜く。
 (1)空気冷却管の付いているモーターは丸形 
   ワイヤーブラシで管内のチリ､ホコリを  
   掃除する｡
(1)スナップリング止めのモーターも有るので

   注意する｡ロックワッシャーは再使用しな

 い。
 (2)引抜工具を使用する場合は､ツメの掛ける   
   位置と過大な抜力に注意する｡

 (3)上記(4)と同様とする｡
 (4)中､大型機は、取外し不要なモーターもある
　　ので個別の確認が必要。
 (1)中､大型機は、上･下二ツ割の上半分の取外し
　　のみでよいモーターもあるので注意｡
 (2)オイルシールラビリンスを損傷させないよう

   注意して取り扱う｡
 (3)油潤滑の場合は油を抜き取る｡
 (4)内部巻線コイルに損傷がないか検査する


	主 要 作 業 手 順
	注意点／チェックポイント


	  (7)ベアリングの検査､整備
     (取替)

  (8)ベアリングシールド(軸受箱)の組立
     (負荷側及び半負荷側)

  (9)冷却ファンの組立
  (10)カバー類及びカップリング(フランジ)

     の組立
  (11)無負荷試験運転
     ①試験運転前の確認
      ・ターニング
      ・潤滑油の量と質(特に油潤滑の場合)

      ・冷却水量

	 (1)中､大型機の場合､軸をジャッキアップして回
　　転子をフリーな状態にする｡
 (2)オイルシールラビリンスを損傷させないよう

   に、注意して取り扱う｡
 (3)スリーブベアリングは、浸透探傷検査とシャ
　　フトとの当たりチェック及びクリアランス
の計測を行う｡
 (4)回転子を抜き出す場合は､固定子に接触(傷を

   つけない)しないように注意する｡

 (5)回転子/固定子のコイルの検査をおこなう。

（ローター抜き出しの場合）
(1) 潤滑油(グリース)が適正量に入っているか
を確認する｡
 (2)ベアリングにゴミ等の噛み込みの無いよう

に注意する｡    

 (3)フェルトシートは必ず交換する。
 (4)グリース注入路の確認(ベアリングカバー

   含む)を行う。    

 (1)軸とボスの密着面にあらかじめスモコンを

   塗布する｡ (＊軸表面はヤスリ仕上げをして
　 はならない) 
 (2)２００Ｋｗ以上の２Ｐのファンは充分に加熱

   し、内径が広がったことを確認の上挿入する
(1)検査データー、チェック項目を確認する。
 (2)カップリング(フランジ)取付時は軸とボスの

   密着面にスモコンを塗布する｡
   スキマばめ以外は、加熱し内径の広がった
　 ことを確認の上、挿入すること。
 (3)モーター本体取外しの場合は、現場取付後
  　計電課に結線を依頼する｡

(1)電気通電禁止札を運転担当課へ返却すると共
に、電源投入を依頼し無負荷運転するむね
連絡する｡
 (2)必要に応じ､測定器具を準備しておくこと

　


	主 要 作 業 手 順
	注意点／チェックポイント

	     ②試験運転中は下記の項目について

       点検(5~10分毎)し､結果を記録する｡
      ･振動
      ･ベアリング音
      ･ベアリング温度(潤滑油温度)

      ･本体各部温度
      ･電流値
      ･潤滑油圧力

  (12)芯出し
     (取替)

  (13)負荷試験運転
     ①試験運転中は下記の項目について

       点検(5~10分毎)し､結果を記録する｡
      ･振動
      ･ベアリング音
      ･ベアリング温度(潤滑油温度)

      ･本体各部温度
      ･電流値
      ･潤滑油圧力
 (14)設備の運転担当課への引き渡し
  (15)現場片付け､清掃
 3.工事完了報告

	 (3)試験運転時間は約1時間位とし、ベアリング

   温度が安定する迄とする｡
(4)試運転データーで、問題がないことを確認
する。
 (1)運転担当課に連絡し､電源＂切＂を依頼し、

   電気通電禁止札を運転担当課より受け取り,

   現場押し釦スイッチにて安全確認をする｡
(2)芯出しデーターを確認する（基準値内に入っ
ている事）。
 (1)電気通電禁止札を運転担当課へ返却すると共
に､電源投入と試験運転を依頼する｡
 (2)必要に応じ､測定器具を準備しておくこと｡    

 (3)試験運転時間は約1時間位とし、ベアリング

   温度が安定する迄とする｡
(4)試運転データーで、問題がないことを確認
　する。
 (1)試験運転の結果良好であれば運転担当課に

   引き渡す｡
 (1)治具､工具類の片付け及び使用済みウエス､

   ゴミ等の清掃を行う｡
(1)作業許可証を運転担当課へ返却する。

(2)運転結果良好であるむねを上司に報告し､
工事完了報告とする｡



以上

